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て、専門職と共に取り組む当事者支援員へのインタビュー調査より検証した。調査は 3 ヶ所 13
名の当事者に行い内容を分析した。当事者の語りからは【素直な悩み】【自己効力感の高まり】
【体験した時の重さの共感】【強い問題意識】【出会いと表現による変化】【共に成長する】【隣





















































































































































































の草分けとして知られている。退院促進支援事業は平成 7 年（2002）より、A センター
独自にプロジェクトチームを作り、活動に賛同した、職員、当事者十数名で、協力病院




活動は A センターを含め、市内全 10 区の支援センターが行う。当事者支援員は 8 名おり、
A センターがコーディネートし、各区に出向き活動している。当事者支援員は時給制で、
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